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老健おかやま

◎編集担当メンバー

【編集後記】
今号では、昨年下関で開催された全国老人保健施設大会と、岡山県老人保健
施設協会が企画・運営を行った岡山県地域包括ケアシステム学会を特集ページ
として掲載しました。会場の熱気や活気が伝わるレポートになったのではないで
しょうか。
さて、政府は、全産業平均と比べて賃金水準が低い介護分野における格差を是
正し、人手不足の解消につなげるため、介護職員の給与を2026年度に月額最
大1万9千円引き上げる方針を固めました。これに伴い、財源確保のため「介護
報酬」を、食費高騰への対応分も含めた臨時改定（期中改定）として2.03％引き
上げる方針です。「医療・介護等支援パッケージ」の実施期間に続き、2026年
6月からスタートする予定とされています（12月22日報道）。
まさに、あわただしい動きが続いています。
2023年度・2024年度のデータでは、要介護認定者等が2.1％増加する一方で、
介護職員数は増加していないとの厚生労働省の報告もあり、賃金格差の解消は
待ったなしの状況です。高い給与を求めて他産業へ移った介護職員が、果たし
て現場に戻ってくるのか――。
とはいえ、離職理由の多くが「人間関係」であったことも思い起こされ、単純に
賃金だけでは解決できない現実に、複雑な思いを抱かずにはいられません。

【虹】藤本 宗平・植木 潤・坂田 美佐　【勝央苑】岸本 純哉　【のぞみ苑】寺坂 公志

【作東老健】吉田 有加里　【美作リハビリテーションホーム】小山 修　【ケアガーデン津山】

加藤 隆寛　【ゆうあい】辻 隆之介　【白梅の丘】数田 純一　【ケアリゾート金光】三宅 大輔・

小山 光興　【さくら苑リハビリセンター】井村 貴之　【さとう記念病院老健】上山 修平
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明けましておめでとうございます。

令和8年の念頭にあたり新年のご挨拶を申し上げま

す。

さて、昨年も物価高と人材不足に苦しめられた一

年でした。コロナ対策による財政出動やウクライナ戦

争による資源高を発端とした物価高騰の波はいまだに

日本全国を襲っており、それまで長く続いてきた低金

利とも相まって、この数年は４～５０年振りのインフレと

なっています。

昨年は、お米の値段が2倍になったと書いていまし

たが、今では2.4倍です。物価高騰の勢いは止まる

ところを知りません。一方で、私たち医療･介護業界

の給与は各施設必死の努力にも関わらず十分に上

がったとは言い難い状況です。生活を維持するため、

不本意ながら介護の職を離れ全く違う分野に転職す

る方も一定数いらっしゃいます。このことが人口減少に

よる求職者減少に追い打ちをかけて、介護人材の不

足を加速させています。昨年の12月には国会で補正

予算が組まれ、３％の賃上げに相当する補助金が出る

見込みです。また、今年の春には賃金部分に対する

期中改定も予定されています。政府も色 と々努力をし

ていますが、これだけでは到底十分なものとはならな

いでしょう。

では、私たちは今何をするべきなのでしょうか？

私たちの仕事は、人間が尊厳を持って人生を全う

するためになくてはならない仕事です。医療とともに

社会の安定を担っています。だからといって、最後は

政府がなんとかしてくれると他力本願でいてもよいで

しょうか？私はそうではないと思います。

報酬が十分に上がらない、人材は不足していると

なれば、残る手立てはただ一つ、生産性を上げるし

かないと考えます。私もかつては、介護ほど属人的で

生産性を上げることが難しい仕事はないと感じていま

した。しかしながら、昨今のＩＣＴの進歩は凄まじいも

のがあります。ご利用者一人ひとりをモニタリングする

ことによって、特に夜間の介護サービスの提供方法を

劇的に変えることができる時代です。これまで1時間

かかっていた記録時間が、音声入力にすることで3分

の1の20分ほどにまで短縮できます。これらの技術を

駆使して10％生産性を上げるだけで、スタッフの待遇

改善が十分図れるはずです。

今こそまさに行動する時ではないでしょうか！

新年のごあいさつ

岡山県老人保健施設協会

会 長   秋山  正史
老人保健施設 倉敷藤戸荘

社会福祉功労表彰

岡山県子ども・福祉部長表彰
会員施設から、令和7年度 岡山県子ども・福祉功労者表彰を受賞されました。おめでとうございます。

この度は社会福祉功労賞をいた
だき、ありがとうございます。老健
一筋24年目を迎えますが、未熟な
ころから利用者さま・職場の仲間の
温かい気持ちに支えられて今があ
るのだと、日々 感謝の気持ちです。
今後も社会福祉の未来の一助と

なれるよう努力してまいります。

介護老人保健施設 和光園
支援相談員　中村 由紀子

この度は、岡山県社会福祉功労
者表彰をいただきありがとうござい
ました。和光園で老健を学び、今
年で25年になります。
還暦を迎えた年に、この表彰を

受けたことを誇りに思います。誠に
ありがとうございました。

介護老人保健施設 和光園
准看護師　小野 亜希子

この度は表彰ありがとうございます。
私は介護福祉士となり30年経ちまし
た。この間に多くのご利用者さまとそ
の方に関わるご家族さまや、多くの
事業所の専門職の方 と々の出会いが
あり、毎日刺激を受けています。これ
からも現場で少しでも役立つことがで
きるように日々 コツコツとしていきます。

介護老人保健施設 和光園
介護福祉士　田代 容子

この度は表彰をいただきありがと
うございました。
入職してからの23年間を振り返

ると、周囲の方 の々支えのおかげで
今があると実感しました。
今後も利用者さまの役に立てるよ

う、学び、働いていきたいと思います。

老人保健施設 白梅の丘
作業療法士　奥田 由子

この度は社会福祉功労賞をいた
だき、ありがとうございます。
22年続けてこられたのも周りの

方 の々支えがあったからです。
これからも感謝の気持ちを大事に、
利用者さまに寄り添いながら精進し
ていきたいです。

老人保健施設 白梅の丘
介護福祉士　矢萩 誠

この度は、岡山県子ども・福祉部
長表彰を頂きましてありがとうござい
ます。永年、介護福祉業務に就か
せていただくことができたのも、一重
に多くの方に支えられたお陰である
と感じております。これからも、「感謝」
「信頼」「優しさ」を持って福祉業務
に携わっていきたいと思います。

介護老人保健施設 藤崎苑
介護支援専門員　大西 由希子

この度は、岡山県子ども・福祉部長表
彰をいただきまして、誠にありがとうござい
ます。これもひとえにご利用者やご家族は
もちろん、職場の仲間など皆さま方の「支
え」のおかげだと深く感謝しております。今
後とも少しでも皆さまのお役に立てるよう
がんばっていきたいと思っておりますので、
何卒よろしくお願い申し上げます。

老人保健施設 倉敷藤戸荘
看護師長　藤原 みどり

このたび、岡山県社会福祉功労表彰という身に余る光栄な賞をいただき
ました。日頃より支えてくださっている皆さまのおかげであり、心より感謝申し
上げます。
福祉の現場では、日々 さまざまな課題に向き合いながらも、人と人とのつ

ながりの大切さを実感することが多くあります。これからも、皆さまとともに、
一歩ずつ丁寧に歩んでまいりたいと思います。

介護老人保健施設 ケアガーデン津山
入所看護師
近藤 奈美

通所看護師
湊　 三枝

作業療法士
高山 博恵
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【理事長挨拶】
　椿原 彰夫（岡山県地域包括ケアシステム学会 理事長･
　　　　　 川崎医療福祉大学 学長）
【大会長挨拶】
　秋山 正史（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 会長）
【来賓挨拶】
　松山 正春（岡山県医師会 会長）
【来賓挨拶】
　中村 賢三（岡山県子ども・福祉部 部長）

開会式 10：00～10：20（3F 三木記念ホールホワイエ）

開会式では、椿原理事長のご挨拶に続き、岡山県医師会の松山先生、岡山県子ども・福祉部中村部長代理の金平次長よりご挨拶を
頂戴しました。最後に、大会長である当協会の秋山会長が、「本大会が、2040年に向けた地域包括ケアシステムを考えるうえで有意義
なディスカッションへとつながることを願っています」と参加者の皆さまにメッセージを送り、開会式を締めくくりました。

【進　行】
　藤本 宗平（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 理事）
【テーマ】
　スマホを使ったリアルタイム・アンケート
　直感（観）力で未来をイメージ

参加型企画 10：20～10：50（1F･3F 三木記念ホール）

実行委員長を務めた当協会藤本理事（岡山県地域包括ケアシステム学会理事）が、リアルタイムアンケートを実施しました。普段の学
会では一方向の発信になりがちですが、参加者の皆さまにアクションを起こしていただくことで、考えながら主体的に参加できる良い導
入プログラムになったのではないかと思います。

第9回岡山県地域包括ケアシステム学会学術大会特集
大会レポ
①

10月12日、岡山県医師会館にて開催された「第9回岡山県地域包括ケア
システム学会学術大会」に際しましては、会員施設の皆さま、岡山県地域包

括ケアシステム学会理事の皆さまのご協力を賜り、おかげをもちまして県内地域医療・介護を
担う専門職の方々 236名の参加を得、大変有意義な大会となり成功裡に終了することが出来ま
したこと心より感謝申し上げます。このうえは、介護老人保健施設の機能を最大限発揮し、
2040年に向けて地域包括ケアシステムの更なる深化・推進への拠点施設になる様に努めてま
いる所存ですので、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

大会長　秋山 正史（岡山県老人保健施設協会 会長）
実行委員長　藤本 宗平（岡山県老人保健施設協会 理事）

【進　行】
　秋山 正史（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 会長）
【テーマ】
　新たな地域医療構想と医療介護連携
【講　師】
　江澤 和彦 氏（公益社団法人日本医師会 常任理事）

基調講演 10：50～12：20（2F･3F 三木記念ホール）

日本医師会常任理事江澤先生のご講演では、「高齢者施設と医療機関の連携」や「新たな地域医療構想へ向けて」など、老健にとって
も重要となるテーマについてお話しいただきました。老健における医療ニーズがますます高まる中、知識を深め、医療との連携を一層強
化していく必要性を改めて感じました。また、先生が講演の最後に触れられる「尊厳の保障」という言葉は、医療・介護を担う私たちにとって、
常に立ち返るべき大切な視点であることを、今回も力強く思い起こさせていただきました。

示された「医療・介護支援パッケージ（介護分野）」に対して
岡山県内の介護老人保健施設は地域のリーダーシップを

❶介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善に対する支援：対象期間は令和7年12月～令和8年5月
　月1万円の幅広い賃上げ（介護職・ケアマネ・訪問看護など）　さらに生産性向上に取り組む事業所への＋5千円
　さらに職場環境改善に取り組む事業所への＋4千円（賃上げ以外にも使える）　最大1万9千円を目指そう。
❷介護事業所・施設のサービス継続を支える支援──物価高の中でも運営を続けるために物価高に対応するための
衛生用品・送迎やサービス提供に必要な購入などの支援　（定員１人当たり6千円）

　食費の支援.・修繕・改修などにかかる費用の支援　【施設系事業者向け】食材料費への直接補助（補助上限額は
定員1人あたり1.8万円）　老朽化した施設の改修・大規模修繕支援（定員30人以上の施設では基準単価が最大
6,160万円に設定）

❸介護テクノロジー導入・協働化・経営改善等に対する支援
　ICT機器・ソフトの導入・見守りセンサー・タブレット・業務の協働化・大規模化に向けた準備

「医療・介護等支援パッケージ」は、高市内閣が先に閣議決定した「『強い経済』を実現する総合経済対策」を踏まえ
たもので、令和7年末の臨時国会での補正予算に組み込まれています。成立後に詳細な情報が得られます。
この「パッケージ」は一時的な赤字施設救済ではなく、2040年にビジョンをおいた「政策パッケージ」と理解できるでしょ

う。またパッケージに示された方向性は令和8年度介護報酬改定（臨時改定）、令和9年度改定にても変わらないでしょう。
老健が有する医療、介護の多職種機能を活かし、連携が必須となった地域の医療（協力医療機関）・介護事業所との運
営の協力と情報の共有を率先して行っていただきたい。　　　　　　　　　　 （2025.12.16 政策広報委員会 藤本）

❶介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善に対する支援：対象期間は令和7年12月～令和8年5月

老健に直接関係する項目を抜粋！

医療・介護支援パッケージ（介護分野）

2025年10月12日日

アンケート結果と
コメントは
こちらから

最新
情報

NEWS

※詳細は、厚生労働省　令和7年度補正予算案の主要施策集　Ⅰ 「医療・介護等支援パッケージ」をご参照ください！
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特集
大会レポ

①

特集
大会レポ
①

老健入所施設における脳卒中の運動療法の事例報告

在宅生活における最適な褥瘡ケアを目指して

廃用症候群による嚥下障害に摂食嚥下リハが奏功した例

苦手意識をなくす！新たなレクの取り組み方 ～レク改善から得られた笑顔の時間～

胃瘻から経口摂取へ

超強化型老健入退所における健康関連QOLスコアの推移

児玉 慎吾

下浦 淳平

田山 久志

東　 朋子

高橋 広行

田村 暢一朗

恵風苑

いるかの家リハビリテーションセンター

備中荘

勝央苑

白梅の丘

老健あかね

1

4

5

6

8

10

地域共生社会の実現と2040年への備え
「どのような地域を目指すのか？
　　住民・事業者・行政～それぞれの心構えと役割～」

人材不足
「県内における人材確保の取り組みについて」

システムへの理解と啓発
「『支援者のための認知症の人の意思決定の手引き』発行を
　　　　　　　　　　　　　　　システムの深化につなげる」

連携
「増大する高齢心不全患者への対応は
　　　地域および多職種連携が必須である」

1.

2.

3.

4.

岡山県保健医療部 保健医療統括監　則安 俊昭 氏

岡山県福祉･介護人材確保対策推進協議会 幹事
情報提供･普及啓発部会（部会1） 部会長

小森 弥彦 氏

社会福祉法人津山市社会福祉協議会 地域福祉課
課長代理　大塚 　愛 氏

津山中央病院 心臓血管センター 循環器内科
部長　藤本 竜平 氏

堀部先生にコーディネーターを務めていただき、4名のシンポジストに
ご講演いただきました。シンポジウムのテーマ「『地域包括ケアシステ
ム』深化への道は？」について、4つの視点を設定し、それぞれの視点に
ふさわしいシンポジストをお招きしてお話しいただきました。どのシンポ
ジストのご講演も大変分かりやすく、テーマを深く掘り下げた内容で、参
加者にとって示唆に富むものでした。また、その後のディスカッションで
は、堀部先生の的確な進行により、各シンポジストの考えや経験をさら
に引き出していただき、非常に充実したシンポジウムとなりました。

【次回大会長挨拶】
花山 耕三（岡山県地域包括ケアシステム学会 理事・

　　　　　 川崎医科大学リハビリテーション医学教室 特任教授）
【実行委員長挨拶】
藤本 宗平（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 理事）

閉会式 17：15～17：30（2F･3F 三木記念ホール）

閉会式では、次回大会長である花山耕三先生よりご挨拶を頂戴しました。次回大会は令和8年9月6日、川崎医療福祉大学にて開催さ
れる予定とのことです。
基調講演については、学会長の椿原彰夫先生より「地域包括ケアシステム学会立ち上げからの10年の総括」を、また江澤和彦先生

より「地域包括ケアシステム・地域医療構想のターニングポイントにおける最新情報」についてご講演いただく予定であると紹介されました。
併せて、日ごろの取り組みを反映した積極的な演題発表への参加についても呼びかけがありました。
最後に、実行委員長の藤本理事より、今大会の総括とお礼のご挨拶が述べられ、閉会となりました。

【座　長】
　福嶋 啓祐（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 理事）
【演　題】
地域包括ケアが支える救急医療

【講　師】
光井 　聡 氏（津山市医師会参与、岡山大学大学院

　　　　　　　 医歯薬学総合研究科疫学・衛生学分野)

特別講演 16：30～17：15（2F･3F 三木記念ホール）

光井先生のご講演では、冒頭に「地域包括ケアの深化・推進は、個人の健康と幸せを守るだけでなく、圏域全体の命・生活・健康
に関わる権利を守ることにつながる」と、本日お伝えしたい重要なポイントについてお話しされました。そのうえで、昨年度まで美作保健
所長を務められたご経験をふまえ、「救急医療」を切り口としたご講演が展開されました。特に、先生が中心となって進められていた「地
域医療構想調整会議」での取り組みについて触れられ、「見える化システム」や「津山圏域準夜帯二次救急輪番制度」の実践内容をご紹
介いただきました。
最後に、座長の福嶋先生より、光井先生が津山市長選への出馬を表明されたことが報告され、地域包括ケアシステムの構築に積極

的に取り組んでこられた志ある若い力が地域のリーダーとなることに大きな期待が寄せられ、エールが送られました。

【座　長】
秋山 正史（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 会長）

ポスター発表 14：40～15：00（3F 三木記念ホールホワイエ）

演題発表では、2会場で各10題ずつ計20題、ホワイエでは2題のポスター発表が行われ、
老健施設からは6題の発表がありました。例年の県大会は老健のみで行いますが、今大会は医
療関係者や他協会の方 も々参加する幅広い大会であったため、老健の役割や日頃の取り組みを
広く発信できる貴重な機会となりました。
また、老健職員にとっても、医療・他協会からの発表に触れることで多くの刺激を得ることが
できた大変有意義な大会でした。

【コーディネーター】
堀部 徹 氏（一般社団法人岡山県介護支援専門員協会 会長）

【テーマ】
　『地域包括ケアシステム』深化への道は？

シンポジウム 15：00～16：30（2F･3F 三木記念ホール）

【座　長】
鍜本 真一郎（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 副会長）

演題発表 13：20～14：50 第1会場（2F･3F 三木記念ホール 10題）

【座　長】
藪野 信美（一般社団法人岡山県老人保健施設協会 副会長）

演題発表

（老健協発表抜粋）

13：20～14：50 第2会場（4F 401 会議室 10題）

則安 俊昭 氏 小森 弥彦 氏

大塚 　愛 氏 藤本 竜平 氏

岡山県老人保健施設協会大会スタッフ一同

1年前より、 老健協、 実行委員長、 学術委員会、 事務長部会の各事務局それぞれが担当を分担し準備を進めてまいりま

した。 施設の垣根を越えて同じ大会に向けて取り組むことができ、 大変貴重な経験となりました。

また、 川崎医科大学リハビリテーション医学教室内に置かれている地域包括ケアシステム学会事務局の皆さま、 川崎医療

福祉大学 前回大会事務局の皆さまには、 度重なる問い合わせやホームページ変更への対応など、 快くご教示・ご支援を賜り、 

心より感謝申し上げます。 さらに、 当日ご協力いただいた学術委員会スタッフの皆さま、 ご参加いただいたすべての皆さまに深

く御礼申し上げます。

不慣れな点も多く、 不行き届きの部分があったかと存じますが、 何卒ご容赦いただけますと幸いです。

事務局より
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特集
大会レポ

②

開会式

記念講演（2）

懇親会

閉会式

昭和百年企画（2）人と地域を繋ぐ

岡山県久米郡美咲町吉ケ原981-1

介護老人保健施設 エリシウム柵原

ちょっと聞いてよ！ ウチの施設自慢
《各施設の工夫した業務や特徴ある仕事内容などを紹介！》

11月27日 18：20～（海峡メッセ下関 4階 イベントホール）

第36回全国介護老人保健施設大会 山口特集
大会レポ
②

第36回全国介護老人保健施設大会が11月27日㈭と28日㈮の2日間の日程で、中国・四国
ブロックの代表として山口県の下関市民会館他をメイン会場として開催されました。全国から総勢

3,216名の参加、848演題の発表、懇親会参加者500名と活気と熱気に包まれた2日間の大会となりました。

【講　演】

【講　師】

講演「介護保険制度と
　　  老健施設の軌跡
　　  ～「これまで」の老健～」

江澤 和彦 氏（日本医師会 常任
理事・全国老人保健施設協会 理事）

頴原  健 大会会長トークイベント「母ちゃんのフラフープ」
【出演者】田村  淳さん（タレント 吉本興業）

【演題名】

【発表者】

申請機！共生型自立訓練（機能訓練）
　　　　　　動け！動け！ ～請求額大公開～
早川 真一（いるかの家リハビリテーションセンター）

岩藤 知義 理事

【演題名】

【発表者】

全盲のあなたの世界を知る
あなたらしい最上級の笑い声が増えるためのメソッド
岡田 幸子（白梅の丘）

福嶋 啓祐 理事秋山 正史 会長

岡山県からの参加レポート
〈岡山県発表演題一覧〉 （順不同）

演 題 発表施設 筆頭演者

超強化型老健入退所における健康関連QOLスコアの推移
老健が地域高齢者のwell-beingに寄与しているevidence

HAL腰タイプを用いた運動で効果を認めた片麻痺症例

HAL腰タイプ自立支援用を用いた治療効果について　運動機能・認知機能に着目して

集中治療専門医が老健に勤務する意義

医療依存度が高いADL全介助者の在宅介護の一考察

95歳以上高齢者の低栄養診断

GLIM基準を用いた診断と特徴　経管栄養から経口摂取へ

業務中の腰痛軽減に対しての取り組み　姿勢別のセルフケアを通しての腰痛対策

今日もご安全にいきましょう　～一丸となって介護事故防止に取り組むために～

「癒し」を超えたセラピー犬の存在

「もう一度、口から食べたい」願いを叶えた多職種連携　～家族の思いに寄り添った短期回復の一例～

思いをかたちに心を動かすレクリエーション

COVID-19罹患後のADL向上への取り組み　～できていたことを取り戻すために～

「またこんな風にお風呂に入れるなんて！」　個浴移行への取組みについて生活リハビリの観点から

介護補助者導入が介護職員の働きがいに与える影

在宅生活における最適な褥瘡ケアを目指して

セラピー犬と一緒に楽しくリハビリ！

セラピー犬と踏み出す在宅生活への第一歩！

対象者の価値ある作業遂行で在宅生活継続を促進

排泄自立がもたらす新たな生活　トイレにむかう力を支える多職種連携のかたち

生産性向上推進体制加算Iの取得に向けて

少子高齢社会を支える地域共生モデル　～介護施設の枠を超えた多世代交流の実践～

多職種連携における管理栄養士の取り組み　おにぎりが元気の源

申請機！共生型自立訓練(機能訓練)　動け！動け！　～請求額大公開～

夜間大声が続く高齢入所者への睡眠援助　生活リズムを取り戻す

全盲のあなたの世界を知る あなたらしい最上級の笑い声が増えるためのメソッド

不調の原因ってなんじゃろ　移乗の基本に戻ってみよう

老健あかね

福寿荘

福寿荘

老健あかね

ハートフルきらめき荘

いるかの家リハビリテーションセンター

倉敷藤戸荘

天神介護老人保健施設

いるかの家リハビリテーションセンター

おとなの学校 岡山校

倉敷藤戸荘

ニューエルダーセンター

ゆめの里

和光園

倉敷老健

いるかの家リハビリテーションセンター

おとなの学校 岡山校

おとなの学校 岡山校

ゆめの里

和光園

いるかの家リハビリテーションセンター

さくら苑リハビリセンター

ゆめの里

いるかの家リハビリテーションセンター

オアシスK-3

白梅の丘

倉敷あいあいえん

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

田村暢一郎

松井　　香

森本　沙織

田村暢一郎

中島　達矢

三宅　麻絵

田中　　綾

平原　数幸

川崎　昌美

松井　美佳

藤原みどり

黒岡　　諒

平川　未夢

瀧口　望美

井上　慎也

下浦　淳平

前田　晴香

高木　美冬

十河　正樹

川邊　佑梨

直原　貴恵

宮本　　愛

大道　朋子

早川　真一

冨田久美子

岡田　幸子

松本　真弓

山々の豊かな緑に抱かれ、清らかな川の流れがすぐそばを通る自然に寄り
添う場所に佇むエリシウム柵原は、日常の喧騒を忘れ、心と体をリセットでき
る静かな空間です。そんなエリシウ

ム柵原では、施設・地域環境の美化と地域貢献の一環として、職員全員で施設周辺の清掃活
動に取り組んでいます。年４回の予定で施設敷地内、施設周囲の道路や歩道、側溝などを中
心に、ごみ拾いや草刈り、落ち葉の清掃を行っています。この活動は、地域の皆さまにとって
気持ちよく通行していただける環境づくりだけでなく、職員同士の連携やチームワークを高め
る良い機会にもなっています。「自分たちの職場だけでなく、地域全体を大切にしたい」とい
う思いを共有しながら、日々 活動を続けています。今後も、地域とともに歩む施設として、地道
な清掃活動を大切にしながら、誰もが過ごしやすい街づくりに貢献したいと思います。

江澤先生の講演に加え、シンポジストお二人との活発な掛け合いにより、老健の「これまで」
と「これから」を改めて見つめ直す貴重な機会となりました。

記念講演を務めていただいた安
倍昭恵さんにご挨拶をいただきま
した。

来年全国大会開催県の栃木県老人保
健施設協会のみなさまのPR。素敵な
はっぴですね！ 来年楽しみにしています！

アトラクションは迫力満点の「下
関平家おどり」でした。

大皿のふぐにデザート、お
料理もスペシャルでした！ 
記念撮影できなくて残念…

田村さんの下関
やご家族への温
かい思いに感動
しました。
笑いと涙のあっと
いう間の1時間で
した。

演題発表

座　長

08 09



①
② 
③ 

今年こそ○○達成するぞ！
好きなこと（もの）を教えます！　
2026年○○な年にします！

アンケート項目

☁老人保健施設 白梅の丘
50代からモテ期
［男／昭和53年生］
③
2026年はいかした男になりたいと思
います。もうすぐ50になりますが、子
供にも恵まれ幸せな人生ですが、そ
れに反比例し男としての輝きは少しず
つ色あせています。「このままでは駄目
だ！」と決心し、妻や子供にお父さん
かっこいいと思われるよう、気持ち、
身体を奮い立たせ、最高の男になれ
る年にしたいと決意しました。何事も
やってやれない事はなし。

水柱
［女／平成2年生］
②
私の趣味はいくつかありますが、娘と
一緒にする趣味をご紹介します。一つ
目は昔から釣りが好きで、娘も何度か
行くうちに釣っては自分で捌いたりと
上達し、獲れたての新鮮な魚を味わっ
ています。二つ目はバレーボールです。
二人でよくパス練をし、チーム練習へ
参加しています。娘は引退してから私
のチームに入ったので、今では一緒に
試合へ出るようになり、親子で釣りと
バレーボールを楽しんでいます。

匿名
［男／平成2年生］
②
私は学生の時からバドミントンをして
いましたが、息子たちが小学生になっ
てから興味を持ったため、親子で一
緒にしています。大会経験は少ない
ですが、一緒に楽しみながらも勝利を
目指して成長してほしいと思います。
私も息子に負けず、久しぶりに試合
に出てみたいので減量から始めようと
考えたり考えなかったり。負けず嫌い

で勝ちたいのが本心なので、2026
年は頑張りたいと思います。

チュニドラ
［男／平成2年生］
②
私は小学3年生から野球をはじめ、
14年間プレーしました。残念ながらド
ラフトで指名されることはなく、現在
はたまに草野球を楽しむ程度です。
そんな私も今は息子とともに野球に関
わる日々です。小学生の息子たちが
自ら野球がしたいと言ってくれたこと
はとても嬉しいことでした。ついつい
指導に熱が入ってしまうことがありま
すが、それでも子供たちが一生懸命
野球をしている姿を見るのは親冥利に
尽きます。これからも子供たちを熱く
応援していきたいと思います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁介護老人保健施設 備中荘
ニコちゃん
［女／昭和41年生］
③
病気けがなどに気を付けて健康な年
にしたいと思います。

ハッピースマイル
［女／昭和41年生］
③
私は健康に気を付けながら、仕事を
頑張り初孫のために若いおばあちゃ
んでいたいです。そして、絵本が大
好きな孫のために、たくさん読んであ
げたいです。今年の2月、一人娘の
もとに赤ちゃんが産まれました。我が
子の誕生も喜びと感動でしたが“初
孫”というものは格別なものがあり、
とても愛おしいです。私に満面の笑
顔を見せてくれる可愛い孫の日々の

成長を見守り楽しい思い出をたくさん
作ろうと思います。
T.M
［男／昭和53年生］
②
私の好きなことは、ファジアーノ岡山
の試合観戦です。2025年からのJ1
挑戦で、スタジアムの雰囲気は一段
と活気づきました。プレーの迫力はも
ちろん、サポーターがつくる一体感が
素晴らしく、毎試合ワクワクします。
チケットは完売が続き、購入も一苦
労ですが、その時間さえ楽しみの一つ。
来年もファジアーノ岡山をJ1の舞台で
応援したいと思います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁ケアリゾート金光
丙午のおやじ
［男／昭和41年生］
②
二十歳から、大型バイクに跨がり、
今年でバイク歴４０年を迎えます。独
身時代は、日帰りツーリングはもちろ
んのこと、数泊で九州から北海道、
変わった所では佐渡島などへツーリン
グに出かけました。結婚後は、日帰
りツーリングがメインで、なかなか宿
泊ツーリングに行くことは出来ていま
せんが、子育ても落ち着き、昨年に
フルオーバーホールを実施した３０年
物の愛車でロングツーリングの計画を
実施したいと思います。

匿名
［男／昭和53年生］
③
自分に正直になる年にします。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁老人保健施設
　エスペランスわけ
笑う門には福来る
［女／昭和53年生］
②
今はまっていることは、韓流ドラマです。
その昔、流行っていた頃には目もくれ
なかったのですが、1年半前ほどに娘
に勧められてから一気にドはまりして
しまい、寝る間も惜しんで見入ってい
ます。楽しみがあることで、とても生
活が潤い、毎日が楽しくて仕方ありま
せん。たまに、娘に「気持ち悪っ」と
言われますが、これからも推しの俳優
さんで幸せを感じながら、家事に仕
事に励みたいと思います。

ポムポムプリン
［女／平成2年生］
②
私はガチャガチャが好きです。特に既
製品のミニチュアや、サンリオキャラク
ターのポムポムプリンを目当てに回すこ
とが多いです。インターネットで気にな
るシリーズを見つけると、休みの日に
ガチャガチャをしに出かけることもあり
ます。子どもの頃に比べると値段は少
し高くなりましたが、その分クオリティ
も上がり、何よりかわいいものを見ると
心が癒されます。何が出るか分からな
いドキドキ感や、同じものが出てしまう
ことも含めて“運”として楽しんでいます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁介護老人保健施設 ひだまり苑
匿名
［女／昭和41年生］
③
2026年『趣味』といえるものを見つけ
る年にします。還暦を迎える歳になって、
「仕事を辞めたら何もすることがない
…」と、気持ちにぽっかり穴が空きそ
うな気がして心配なのです。楽しめそ
うな何かを見つけたいと思います。

匿名
［男／平成14年生］
②
私の好きなことは野球です。野球経験
があったことや、日頃から家族全員で
食事中に野球を見ていることもあり、
野球の情報を取り入れることが日課に

なっています。また、家族全員が阪神
タイガースのファンなので、今年リーグ
優勝できた場面をテレビ越しに見るこ
とができたのは今後想い出に残ると思
います。メジャーリーグの影響から野
球の人気がもっと広まると嬉しいです。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁介護老人保健施設 いるかの家
　リハビリテーションセンター
じゃがアリゴ
［女／昭和53年生］
②
2026年！12年に1度の当たり年で
す！「歳女がするといい」とされること
の中に、氏神様や干支にまつわるお
寺や神社を訪れる、というものがあり
ます。実は私、昔から神社仏閣が大
好きで御朱印を集めるのが趣味なん
です♪勿論、お参り（お詣り）するこ
とがメインで御朱印は二の次なのです
が、最近は納経受付に「御朱印は参
拝後に」と注意書きがしてあったりも
して少し驚いています。御朱印も種類
豊富で、切り絵や透かし絵だったり
季節限定の物もあってどれにするか悩
むことも多いです（笑）。今年は干支
にまつわるお寺や神社にも参拝してい
つもよりたくさんのご加護をいただき
たいと思います。皆様にとりましても
幸多き一年になりますように。

マウリ
［女／平成14年生］
①
3年間介護の技能実習生をして今後
も特定技能を続けたいと思います。イ
ンドネシアでは介護士があまりいなく
て新しい経験をすることができ、素晴
らしい職種だと思います。利用者様
への接し方や認知症の利用者様への
対応など知識を持っていないといけま
せん。来年、介護福祉士国家試験
を受ける為去年実務者研修を受けま
した。合格できるように頑張ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・

☁老人保健施設 虹
米井浩太郎
［男／昭和53年生］
③

今年で４回目の午年を迎えることとな
り、がんばりたいことは年々体力と知
力が衰えているのではという不安もあ
るので、体力作りと知力の維持です。
体力作りについてはとーっても嫌なん
ですが最低週１回5ｋｍ程度は走ること。
知力の維持については職場のインド
ネシア人の仲間が一生懸命日本語勉
強しているので、記憶のメモリーアッ
プのために私もインドネシア語の勉強
を続けること。以上を無理なくできる
1年にしたいと思います。

植木潤
［男／昭和53年生］
②
父の趣味のひとつが魚釣りで、40年以
上前には川や海へ一緒について行って
いました。その影響もあってか、今では
魚釣りが私にとって一番の趣味となっ
ています。春から夏にかけては「鮎か
け」、秋から冬は「磯釣り」。近隣の河
川から遠くは太平洋まで、寝る間も惜
しんで車を走らせています。今年はどん
な大物に出会えるのか──そう思うだ
けでワクワクします（笑）。人生50年を
目前にして、今あらためて「健康」が何
より大切だと感じるようになりました。
趣味も仕事も続けられるのは、健康で
いられるからこそ。年男である今年をひ
とつの節目として、これまで以上に健康
管理に気を配っていきたいと思います。

アンケート
今年もきっと

九行久！
自分を信じて駆

け抜けろ！！
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委員会だより

介護アシスタント育成事業

倉敷市一斉地震対応訓練に
あわせてプラスワン訓練（個別訓練）
～利用者の避難誘導・
　　　　　　安全確認をしよう～

施設における人材確保・
育成に関する検討会

会長／秋山 正史

危機管理委員会
災害対策部会
委員長／鍛本 真一郎

学術委員会
委員長／藪野 信美

岡山県北区国体町3-12

介護老人保健施設 たちばな苑

ちょっと聞いてよ！ ウチの施設自慢
《各施設の工夫した業務や特徴ある仕事内容などを紹介！》

介護老人
保健施設た
ちばな苑は、

岡山済生会ライフケアセンターにある施設の1つです。
いつも背中がピンッとまっすぐ。施設内移動はほとんど階段移動！！ 
時にはダッシュ。
たちばな苑全入所者の主治医である御年8４歳の前田幸夫先生を
紹介します。普段着が白衣なのか！？と錯覚を起こすほど、（24時間
365日？？）たちばな苑に常駐しているといっても過言ではない先生の
仕事っぷりは、職員から尊敬と同時に最近では心配する声も上がっ
ています。入所者の方の状態変化を相談するとすぐに「おおそうか！」
といつも真剣に目を向けてくださいます。また状態が悪化した入所者
の方に対しては、「たちばな苑では死なせたくない！ここで何とかす
る！！」の使命感を強く持っておられます。たちばな苑で、できる範囲
の治療を精一杯行われます。密かに入所者の方々の間でも「先生っ
て一体何歳なん？？」と噂の声が上がっています。時々、朝の申し送
りの内容を聞き逃してしまい、看護師さんに小声で聞き返したり、ア
ルコールが入ると「○○なんだぜ～！」とついついブレーキがきかなく
なってしまうことがある先生です。たちばな苑全職員（いや全員孫世
代？）、入所者の方々、皆に愛されている先生です。生涯現役を貫
いてください！ただ無理だけはしないようにと願うばかりです。

認知症介護実践研修
（実践者研修・リーダー研修）

担当理事／平木 章夫・佐能 量雄

令和7年度 活動報告

令和7年度 活動報告

危機管理委員会
法務部会

部会長／津田 隆史

岡山県地域医療介護総合確保基金
事業費補助事業として、18歳以上の
方を対象に各受入れ施設にて3か月間
有期雇用し、OJTを通じて、未経験でも
参入しやすい「介護の周辺業務」に従
事する「介護アシスタント」として若年
層・中高年層を問わず多様な世代の
人 を々育成していく事業を実施しており
ます。本年度につきましても、現在、県
下6施設において参加者を募集してい
るところです。

今年度も「おかやま西川原プラザ」
を会場として実践者研修を開催しまし
た。令和7年６月２０日～７月１６日に講
義・演習5日間、自施設実習4週間、
9月5日実習報告・修了式1日の日程に
て35名の方が無事修了されておりま
す。
また、リーダー研修につきましては、
受講定員36名にて令和7年10月1日

～１０月１０日に講義・演習5日間を受
講し、その後職場実習期間5週間を
経て、１２月１０日の実習報告会・修
了式が行われました。

令和7年度は、岡山県内３か所で
法務部会１回、法務部会研修会３回
を予定し、この原稿時2回が終了しま
した。
場所を提供して頂いた施設関係者

の皆様ありがとうございました。
来年度も皆様のご要望や最新の話

題などを取り上げて研修会を催したい
と考えておりますので、引き続きご参
加ご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。なお、講義内容の詳細は岡山
県老人保健施設協会のホームページ
をご覧ください。

第1回 法務部会および
法務部会研修会を行いました。
令和7年5月23日
介護老人保健施設 古都の森

法務部会研修会
参加：15施設29人

協会顧問弁護士の
竹内俊一先生による講義
テーマ：「後見事務報告書統一書
式から見える意思決定支援」につ
いて
「安全配慮義務について」
法務部会
参加：6施設11人

危機管理委員会法務部会の今後
の活動について研修会で取り上げた
い事案をアンケート調査した結果、
・ACPについて
・看取りについて
・失踪事故に対する再発防止対策
・個人情報の漏洩、SNS活用の注
意点

・利用料未払い者（故意、悪質）へ
の対応方法

・カスハラ対応、職員間のトラブル
対応方法

・パワハラ事例への対応方法
・虐待などの判例
以上のような要望があったので、こ

れを参考に決めていく事となった。

第2回 法務部会研修会を
行いました。
令和7年8月28日㈮
建部町文化センター
参加：10施設17人
協会顧問弁護士の
竹内俊一先生による講義
テーマ：「福祉・医療の領域のリス
クマネジメント」について
「裁判例による同意書の説明義務
など」

第3回 法務部会研修会を
行いました。
令和7年11月21日㈮

倉敷市一斉地震対応訓練にあわせ
てプラスワン訓練を実施しました。
ラジオから流れる伊東市長の訓練
開始を知らせる放送を聞き、施設内
に訓練の開始を知らせました。
地震が起きたら「まず低く、頭を守

り、動かない」を実際行ってみました。
雑誌や鞄、タオルや枕などで、頭部
を守るよう利用者の方 に々職員が呼び
かけを行いました。
訓練の後は、安否確認訓練として、
懐中電灯付ヘルメットを被った職員が
居室に出向き、一人ひとりに声をかけ
ながら健康状態の確認を行いました。
今回の訓練は、咄嗟の時にいかに
動くことが難しいか、身をもって感じた、
との感想が多く寄せられました。
今後、職場単位で、繰り返し発災
時の対応訓練を行っていく予定です。

令和7年度に開催している学術委
員会の活動、及び今後の予定につい
てお知らせします。
今年度は令和7年5月22日㈭に役

員会を開催し、令和6年度の役員の
方々、令和7年度の役員の方々、総
勢85名の方にお集まりいただき、今
年度の活動をスタートさせました。コ
ロナウイルス感染症やインフルエンザ
といった感染症は定期的に流行して

いますが、「WITH コロナ」が定着し、
今年度は研修会の中止など、大きな
影響を受けず活動が行えています。
さて、今年度も上半期が終わりまし
た。学術委員会が開催する大規模な
研修会は、「岡山県老人保健施設大
会」と「職員合同研修会」とがあります。
今年は「第9回  岡山県地域包括ケア
システム学会 学術大会」が、岡山県
老人保健施設協会主催で開催された
ため、「第29回岡山県老人保健施設
大会」は開催しませんでした。「第9回 
岡山県地域包括ケアシステム学会 学
術大会」は令和7年10月12日㈰岡山
県医師会館にて開催され、236名の
方々が参加し、学術大会を盛り上げ
てくださいました。
学術委員会では主に演題発表を担

当し、演題募集からカテゴリー分け、
当日の進行等を行いました。演題数
は口述発表が20演題、ポスター発表
が2演題集まり、各事業所、学校等
での様々な取り組みや工夫など内容も
多岐にわたり、素晴らしい充実した演
題発表となりました。
令和7年度のもう一つの大きな研修
会「第24回 職員合同研修会」を令
和8年2月、3月のどちらかで開催予

定ですが、現段階（11月初旬）では
講義内容、会場等が全く決まってい
ない状況ですので、詳細が決定しま
したら、皆様に早めにお知らせいたし
ます。お忙しいとは思いますが、多く
の方の参加をお願いいたします。
今後も岡山県老人保健施設協会 
学術委員会の活動へのご参加、ご協
力をよろしくお願い申し上げます。

令和７年８月１日外務省の小林龍一
郎氏（外務省でコロナ下における水
際対策や、育成就労などの外国人労
働者受入れ問題に取り組まれ、過去
には外国人労働者受入れの端緒と
なったフィリピンやインドネシア等から
の看護・介護人材受入れの制度設
計も担当）をお招きし、『外務省 小林
龍一郎氏からのメッセージ』研修会を
開催いたしました。
外国人向けの「Discover Japan 日

本人の考え方を理解する」と日本人向
けの「外国人と共に働くために～異文
化理解のススメ～」の２部構成で多く
の外国人介護士達が熱心に聴講して
いました。 令和７年10月26日、浅口市三ツ山

公園フットサル場にて第7回老人保健
施設協会フットサル大会が開催されま
した。今年は岡山県内の老人保健施
設から10チーム約140名が参加し、
日ごろの練習の成果を発揮しながら、
白熱したプレーを繰り広げました。当日
の朝は小雨が降る時間帯もあり開催
が心配されましたが、次第に天候は
回復し時折差し込む日差しの中で無事
に大会を行うことが出来ました。ピッチ

上では選手たちが声を掛け合い、ゴー
ルを決めた瞬間にはチーム全体で喜
び合うなど、終始活気にあふれた雰
囲気となりました。試合は午前９時30
分のキックオフからどのチームも最後ま
であきらめない姿勢を見せてくれまし
た。特に、決勝戦の秀明荘と高松ア
クティブホームの試合では、互いに譲
らぬ攻防が続き、観客席からも大きな
拍手と声援が送られました。試合の合
間には、参加者同士の交流もみられ、
スポーツを通じた絆の深まりを感じる
一日となりました。本大会は、県内の
老人保健施設間の交流や連携を深め
る貴重な機会となっています。来年以
降も多くの施設が参加し有意義な交
流の場となることを望みます。
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おかやま道の駅めぐり

地域の活力を満喫！久米の里施設運営委員会
事務長部会
部会長／福嶋 啓祐

道の駅久米の里
〒709-4613 岡山県津山市宮尾563-1　TEL・FAX 0868-57-7234
■営業時間／9：30 ～ 18：00
　　　　　 ※ただし食遊館は土・日・祝日11：00 ～ 15：00（平日11：00～14：00）
■定休日／毎月第1月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月31日～ 1月2日）
■駐車場／大型4台、普通46台、障害者専用4台

事務長部会 研修会

第7回老人保健施設協会
フットサル大会

岡山県倉敷市新田2791-4

介護老人保健施設 グリーンピース

ちょっと聞いてよ！ ウチの施設自慢
《各施設の工夫した業務や特徴ある仕事内容などを紹介！》

介護老人保健施
設グリーンピースは、
倉敷市中心部に位置

しながらも、周りには田園も広がるエリアに在ります。当施設の特色は、
基本理念でもある「お口から介護」による口腔ケア管理の充実した施設であ
ることです。
入所時には口腔管理の重要性を説明し、同意を頂いた利用者様には原則

月1回の歯科医師による訪問歯科診療、月４回の歯科衛生士による訪問歯科
衛生管理指導などのプロフェッショナルケアを行っております。
歯科衛生士は口腔ケア以外にも利用者さんとのコミュニケーション、食事

観察による嚥下機能評価などを行い、諸問題が在れば歯科医師に報告し、
治療が必要な場合は老健施設内の診察室で診療します。また嚥下機能に問題があれば、他職種（言語聴覚士、管理栄養士、
看護師、介護職など）と連携し嚥下造影（VF）評価を行い食事形態の見直しなどを行っています。
食べる事は生きる喜びであり、口腔機能全般を管理する事は認知機能の維持改善や誤嚥性肺炎の予防など、全身に深く関

与するものです。この超高齢化社会において永く口から美味しく食事ができるよう、食の喜びを通じて利用者様のQOLの維持・
向上に寄与できるよう日々取り組んでおります。

道の駅「久米の里」は、地域の
生産者が青空市として販売を行っ
ていた流れを受け継ぎ、地域活性
化の拠点として誕生しました。現
在は有限会社アグリ久米が運営し、
津山市も関与する形で、地元の魅
力を発信する場として親しまれてい
ます。2025年には25周年を迎え、
道の駅切符やスタンプ帳を集めな
がら訪れる楽しさも人気です。

道の駅 久米の里は、地元の食の豊かさと地域のアイデアが詰まった、まさに“地域の宝箱”のような場所。
季節を変えて訪れることで、四季折 の々旬と地域の温かさを存分に味わえます。ぜひ一度足を運び、その魅
力を体感してみてください。

久米の里久米の里久米の里
第1回

老人保健施設 虹
↑奥津

マルナカ
ナンバ

院庄駅

道の駅
久米の里

MAP

久米の里の象徴といえば、 屋外にそびえ立つ巨大モビル
スーツです。 地元の方が制作した非公式の作品ながら、
その迫力は圧巻で、初めて訪れる人は思わず足を止めます。
毎年4月の「仙人まつり」では年に一度の試乗会が行われ、
ファミリーからファンまで多くの来場者が朝から行列を作る
ほどの人気イベントです。

道の駅の魅力を支えるのは、 地元生産者との連携で
す。「どうすれば美味しく届けられるか」を生産者と職
員が相談しながら、 多くの商品の工夫や加工が行わ
れています。 冬から春にかけて人気を集めるイチゴは
特に評判が高く、 開店前から並ぶ人もいるほどの人
気商品です。 白菜、 葉辛子、 里芋、 カブ、 ケールな
どの季節野菜に加え、 食べやすく改良した「カリノケー
ル」や青パパイヤなど珍しい野菜も登場します。

地元産ジャンボピーマンを使用したオリジナルスイーツ
「ジャンピーアイス」も話題で、 旬を問わず通年楽しむこと
ができます。 野菜の多い季節には、 カリノケールを使った
スムージーやサラダ、 旬野菜をふんだんに使った日替わり
ランチも提供され、 訪れるたびに新しい味と出会えるの
も魅力です。

モビルスーツの勇姿

食遊館のホルモンうどん 活菜館

ジャンピーアイス

岡山県地域医療介護総合確保基金
事業費補助事業として、18歳以上の
方を対象に各受入れ施設にて3か月間
有期雇用し、OJTを通じて、未経験でも
参入しやすい「介護の周辺業務」に従
事する「介護アシスタント」として若年
層・中高年層を問わず多様な世代の
人 を々育成していく事業を実施しており
ます。本年度につきましても、現在、県
下6施設において参加者を募集してい
るところです。

今年度も「おかやま西川原プラザ」
を会場として実践者研修を開催しまし
た。令和7年６月２０日～７月１６日に講
義・演習5日間、自施設実習4週間、
9月5日実習報告・修了式1日の日程に
て35名の方が無事修了されておりま
す。
また、リーダー研修につきましては、
受講定員36名にて令和7年10月1日

～１０月１０日に講義・演習5日間を受
講し、その後職場実習期間5週間を
経て、１２月１０日の実習報告会・修
了式が行われました。

令和7年度は、岡山県内３か所で
法務部会１回、法務部会研修会３回
を予定し、この原稿時2回が終了しま
した。
場所を提供して頂いた施設関係者

の皆様ありがとうございました。
来年度も皆様のご要望や最新の話

題などを取り上げて研修会を催したい
と考えておりますので、引き続きご参
加ご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。なお、講義内容の詳細は岡山
県老人保健施設協会のホームページ
をご覧ください。

第1回 法務部会および
法務部会研修会を行いました。
令和7年5月23日
介護老人保健施設 古都の森

法務部会研修会
参加：15施設29人

協会顧問弁護士の
竹内俊一先生による講義
テーマ：「後見事務報告書統一書
式から見える意思決定支援」につ
いて
「安全配慮義務について」
法務部会
参加：6施設11人

危機管理委員会法務部会の今後
の活動について研修会で取り上げた
い事案をアンケート調査した結果、
・ACPについて
・看取りについて
・失踪事故に対する再発防止対策
・個人情報の漏洩、SNS活用の注
意点

・利用料未払い者（故意、悪質）へ
の対応方法

・カスハラ対応、職員間のトラブル
対応方法

・パワハラ事例への対応方法
・虐待などの判例
以上のような要望があったので、こ

れを参考に決めていく事となった。

第2回 法務部会研修会を
行いました。
令和7年8月28日㈮
建部町文化センター
参加：10施設17人
協会顧問弁護士の
竹内俊一先生による講義
テーマ：「福祉・医療の領域のリス
クマネジメント」について
「裁判例による同意書の説明義務
など」

第3回 法務部会研修会を
行いました。
令和7年11月21日㈮

倉敷市一斉地震対応訓練にあわせ
てプラスワン訓練を実施しました。
ラジオから流れる伊東市長の訓練
開始を知らせる放送を聞き、施設内
に訓練の開始を知らせました。
地震が起きたら「まず低く、頭を守

り、動かない」を実際行ってみました。
雑誌や鞄、タオルや枕などで、頭部
を守るよう利用者の方 に々職員が呼び
かけを行いました。
訓練の後は、安否確認訓練として、
懐中電灯付ヘルメットを被った職員が
居室に出向き、一人ひとりに声をかけ
ながら健康状態の確認を行いました。
今回の訓練は、咄嗟の時にいかに
動くことが難しいか、身をもって感じた、
との感想が多く寄せられました。
今後、職場単位で、繰り返し発災
時の対応訓練を行っていく予定です。

令和7年度に開催している学術委
員会の活動、及び今後の予定につい
てお知らせします。
今年度は令和7年5月22日㈭に役

員会を開催し、令和6年度の役員の
方々、令和7年度の役員の方々、総
勢85名の方にお集まりいただき、今
年度の活動をスタートさせました。コ
ロナウイルス感染症やインフルエンザ
といった感染症は定期的に流行して

いますが、「WITH コロナ」が定着し、
今年度は研修会の中止など、大きな
影響を受けず活動が行えています。
さて、今年度も上半期が終わりまし
た。学術委員会が開催する大規模な
研修会は、「岡山県老人保健施設大
会」と「職員合同研修会」とがあります。
今年は「第9回  岡山県地域包括ケア
システム学会 学術大会」が、岡山県
老人保健施設協会主催で開催された
ため、「第29回岡山県老人保健施設
大会」は開催しませんでした。「第9回 
岡山県地域包括ケアシステム学会 学
術大会」は令和7年10月12日㈰岡山
県医師会館にて開催され、236名の
方々が参加し、学術大会を盛り上げ
てくださいました。
学術委員会では主に演題発表を担

当し、演題募集からカテゴリー分け、
当日の進行等を行いました。演題数
は口述発表が20演題、ポスター発表
が2演題集まり、各事業所、学校等
での様々な取り組みや工夫など内容も
多岐にわたり、素晴らしい充実した演
題発表となりました。
令和7年度のもう一つの大きな研修
会「第24回 職員合同研修会」を令
和8年2月、3月のどちらかで開催予

定ですが、現段階（11月初旬）では
講義内容、会場等が全く決まってい
ない状況ですので、詳細が決定しま
したら、皆様に早めにお知らせいたし
ます。お忙しいとは思いますが、多く
の方の参加をお願いいたします。
今後も岡山県老人保健施設協会 
学術委員会の活動へのご参加、ご協
力をよろしくお願い申し上げます。

令和７年８月１日外務省の小林龍一
郎氏（外務省でコロナ下における水
際対策や、育成就労などの外国人労
働者受入れ問題に取り組まれ、過去
には外国人労働者受入れの端緒と
なったフィリピンやインドネシア等から
の看護・介護人材受入れの制度設
計も担当）をお招きし、『外務省 小林
龍一郎氏からのメッセージ』研修会を
開催いたしました。
外国人向けの「Discover Japan 日

本人の考え方を理解する」と日本人向
けの「外国人と共に働くために～異文
化理解のススメ～」の２部構成で多く
の外国人介護士達が熱心に聴講して
いました。 令和７年10月26日、浅口市三ツ山

公園フットサル場にて第7回老人保健
施設協会フットサル大会が開催されま
した。今年は岡山県内の老人保健施
設から10チーム約140名が参加し、
日ごろの練習の成果を発揮しながら、
白熱したプレーを繰り広げました。当日
の朝は小雨が降る時間帯もあり開催
が心配されましたが、次第に天候は
回復し時折差し込む日差しの中で無事
に大会を行うことが出来ました。ピッチ

上では選手たちが声を掛け合い、ゴー
ルを決めた瞬間にはチーム全体で喜
び合うなど、終始活気にあふれた雰
囲気となりました。試合は午前９時30
分のキックオフからどのチームも最後ま
であきらめない姿勢を見せてくれまし
た。特に、決勝戦の秀明荘と高松ア
クティブホームの試合では、互いに譲
らぬ攻防が続き、観客席からも大きな
拍手と声援が送られました。試合の合
間には、参加者同士の交流もみられ、
スポーツを通じた絆の深まりを感じる
一日となりました。本大会は、県内の
老人保健施設間の交流や連携を深め
る貴重な機会となっています。来年以
降も多くの施設が参加し有意義な交
流の場となることを望みます。
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